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避難困難地域における津波避難施設整備の現状と課題
―三重県伊勢市大湊地区を事例に―
Present status and problems on construction of Tsunami escape facilities in 
the refuge difficult area frequently attacked by Tsunami: 
A case study at Ominato-cho, Ise City, Mie Prefecture, central Japan
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域と浸水深を，図 5，図 6には，それぞれ大湊町付近を拡大した乗り越え破壊と 3分後破壊の浸水深
および津波高を，図 7には国土地理院基盤地図情報 5mDEMを用いて作成した地盤高（標高）を示す。

















































































区で避難所等への避難ができない人口は，大湊町が 1,586人，二見町西が 1,367人，一色町が 1,314
人，有滝町が 933人，磯町が 499人，村松町が 375人，馬瀬町が 451人とされている。これを踏ま
え，同市は 2013年度に津波避難施設整備計画を作成し，これに基づいて 2016年度までの 4年間で，
上述した 7つの避難困難地区に対して津波避難タワーの整備を進めることとした。
　避難困難地と位置付けられた地区のうち，村松町には 2014年 3月に 3），本研究の対象地区で
ある大湊町には 2015年 3月 4）に，それぞれ津波避難タワーが完成した。他の 5地域については，
2016年度末を期限として，建設用地の取得ができたところから，順次整備に取りかかる予定とさ




























7月に建設に着手，2015年 3月に完成した（写真１）。予算は約 3億 5千万円で，国から約 1億 5
千万円の補助を受けた 7）。
　完成したタワーは鉄筋コンクリート 2階建てで，避難スペースとなる 1階は地面から 9.0ｍ（標










































































き荒れ，最大瞬間風速が 20m近くに達することもある地域である。過去 5年間（2010～ 2014年度）
の冬季（12～ 2月）の観測データによると，最大瞬間風速が 15m以上に達した日数は 6～ 25日，
最低気温が氷点下となった日数は 24～ 50日に上る（表 2）。
表 2　三重県小俣における冬季の強風日数と冬日日数（単位：日）
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